
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いっぽ 
第５７号（令和７年５月１４日） 

社 会 福 祉 法 人 庵 原 福 祉 会      

さくらワーク 

静岡市清水区蒲原４４番地 

TEL 054-385-5654 

FAX  054-385-5722 

３月２日  「豆まき」 

１月１０日 坂本悠生さん 「はたちの記念式」 おめでとうございます 

３月２４日 パラスポーツ体験教室（就労 B） 

３月２６日 富士川楽座で（生活） 

「みなさん、こっち向いてください」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月８日 岩本山へ「お花見ドライブ」（生活） 

３月２８日 いちご狩り（就 B）伊豆フルーツパーク  

「お花見ドライブ」生活介護の皆さん 

１月６日 初詣（就 B）富士宮浅間大社 

「お花見ドライブ」生活介護の皆さん 

就Bの皆さんハイポーズ 

就労「お花見ドライブ」

生活介護の皆さん 



第３回理事会及び第３回評議員会の内容をお知らせします 

令和７年３月５日理事会、３月１４日に評議員会が開催されました。令和７年度事業計画、令

和７年度当初予算等が審議され議決されました。 

報告事項 

（１） 理事長職務執行報告                          

・第２回理事会（11/13） ・臨時評議員選任・解任委員会（11/21） ・第２回評議員会（12/6） 

・第３回秋まつり実行委員会（12/9） ・月次決算（12/18） 

  ・月次決算、７年度当初予算検討会（2/14）・山崎寛治氏お別れの会（2/20） 

（２） 所内行事について 

   ・ワークホーム「結」との交流会（11/15）    

・庵原地区塗装組合奉仕作業（11/16） 

・クリスマス会（12/20） ※ホテルグランヒルズ静岡  

  ・ジャトコ社員奉仕活動（12/14） 

・県庁へ就労 Bのプランター納入（1/23）  ・節分行事（2/3）   

    （３） 令和 6年度 さくらワーク支援「秋まつり」について 

    今回の反省（第３回実行委員会より） 

①  開催日について     

      ・ほぼ全員が１１月（１１月３日、第１週）で良いという回答、近隣の行事もあり、昨年度に比べると 

       集客が少なかった。  

②  名称；さくらワーク支援「秋まつり」について 

      ・支援が前面に出て、趣旨が明確になり良かった。 

③   出店者・協力団体等について 

        ・出店、団体の数、内容等だいたいよかった。 

      ・若い世代が好むような店舗を探したが、時期的にイベントが多く手配が難しかった。 

      ・文化祭など行事が重なってもさくらワークを選んでくれたところもありありがたい。 

④  全体の様子 

      ・利用者さんの出演、演技が立派だった。意義深いものだった。さくらワークをアピールできた。 

      ・多くの来場者が満足している様子だった。（店、イベント、ゲーム全般） 

      ・店・ゲームの場所は良い。 

⑤  改善点 

      ・演技、演奏をしっかり見ていただくためにステージを設置したい。 

      ・抽選会はごったがえすので、場所を変えたい。 

      ・防災面でのアピールのため、消防自動車の展示、乗車等のイベントを行いたい。 

⑥  次年度の方向性 

      ・今年度のものを基本にして続けていく。 

⑦  秋まつり収益   近い将来の大型備品の購入に充てさせていただきます。   

           秋まつり総収益 … 366,030円   

（内、 売上金の寄贈…129,030円  企業等からの寄附金…237,000円）    

 

県庁前のプランター（就 B 制作） 



（４） 新役員、新評議員の選出計画 

令和７年度は、評議員、役員（理事・監事）ともに改選の年となります。 

     ・令和７年度第１回理事会…評議員、役員候補の推薦（５月下旬実施） 

     ・令和７年度第１回評議員会…新役員決定（６月中旬実施） 

  ・令和７年度第１回評議員選任委員会…新評議員決定（評議員会と同日開催） 

 

（５）令和６年度の経営状況     

   令和７年 1月末時点の額 

〇流動資産合計       33,758,362円                              

   〇法人全体の収入合計  55,962,694円         予算と比べての収入実績…82.5％ 

   〇法人全体の支出合計  55,067,911円（予算分）  予算執行率        …80.7％ 

   〇        収支差額    894,783円       （男子便所改修費 671万円を予備費      

                                    より支払ってあるため差額が少ない） 

〇        人件費率      69.1％（昨年度並） 

※  1月時点で概ね計画通りに予算が執行できている。なお、年間の決算額は 7月にお知らせします。 

 

議案１  令和７年度 庵原福祉会事業計画について   

詳細な資料は、保護者会の際に配布します。  

令和７年度事業計画 

 １  経営の理念 

「信頼」…利用者はもとより、保護者そして地域からも頼られる施設を目指す。その信頼が基盤

となり、豊かな支援が実現する。      

「共生」…誰もが相互に理解し支え合い、また互いの人格を尊重しあって生活していく。 

２  経営の基本方針 

「頼られる施設を目指して、施設運営の安定に努めます。」 

～支援の充実、適切な法人経営～ 

     ○ 常に利用者様の目線にから「温かさ」「安心・安全」を最優先に支援します。 

  ○ 障害の多様化に対応できるよう、様々な支援方法の研究や実践に努めます。 

     ○ 四季折々の行事を取り入れ、豊かで楽しい時間の創出に努めます。→生き甲斐 

     〇 適切な予算執行と業務の見える化を推進します。  

 

議案２  さくらワーク本館利用者女性用便所の改修について  

  令和 7 年度予算で改修予定 … ２個室設置、1つは現個室の 2倍くらいの広さ 

                 便器入れ替え、棚設置、手洗い入れ替え、入口扉設置 

                 照明交換等 

  完成までの計画 

①  令和 6年度第 3回理事会で改修工事を行うことの承認  …3月 

②  令和 7年度第 1回理事会、評議員会で施工業者の選定（3社見積もり）…5～６月 

③  7月着工、8月完成の予定 



  議案３  庵原福祉会 令和７年度当初予算について  

 

社会福祉法人庵原福祉会　令和7年度当初予算

収入総額 65,602 千円

支出総額 65,602 千円

差引残高 0

1 収入の部 （　千円） ※　一部費目は削除してあります。（収支０のもの）

令和６年度 令和７年度

第二次補正 当初予算

62,915 61,104 -1,811
1 介護給付費 38,020 37,010 -1,010 利用者1名減他

2 訓練等給付費 24,895 24,094 -801 就労B利用者１名減他

3,866 3,927 61
3 利用者負担金 3,866 3,927 61

0 0 0
補助金事業収入 0 0 0

0 0 0
4 経常経費寄付金 0 0 0

3 3 0

5 受取利息配当金 3 3 0 預金利子等

その他の収入 103 18 -85

6 利用者等外給食費 0 0 0
7 退職共済 85 0 -85 退職金充当積立

8 雑収入 18 18 0

300 300 0

施設整備等寄付金収入 300 300 0 秋まつり売り上げ金、寄附金

400 0 -400
10 退職給付引当資産取崩収入 400 0 -400 退職金充当積立より

サービス区分間繰入金収入 250 250 0 本部へ

サービス区分間繰入収入 250 250 0
前期繰越金 0 0 0

67,837 65,602 -2,235 法人内部での繰入金を合わせた収入合計

2 支出の部 （　千円） ※　昨年度、今年度ともに計上金額が０の費目は一部削除

令和６年度 令和７年度

第二次補正 当初予算

人件費 46,520 42,817 -3,703 １～５の合計

1職員給料 16,528 16,256 -272 正規職員１名減　他

2職員賞与 7,248 5,056 -2,192 正規職員１名減　他

3非常勤職員 16,780 17,106 326 最低賃金アップで増額　他

4退職給付費 932 401 -531 福祉医療機構への掛け金

5法定福利費 5,032 3,998 -1,034 社会保険料、労働保険料

事業費 6,541 6,783 242 ６～１６の合計

6給食費 2,729 2,751 22 利用者、職員分（実費半額負担）　

7保健衛生費 247 247 0 保健器具、医薬品、就労Ｂ利用者健康診断

8教養娯楽費 459 513 54 クリスマス会、納会、諸行事、音楽交流会等

9日用品費 54 54 0 一般日用品

10 光熱水費 1,577 1,563 -14 電気代、ガス代、水道代、ボイラー　　※事業費相当分

11 消耗器具備品費 238 360 122 防災関係消耗品（水、保存食）　衛生用品等

12 保険料 112 112 0 利用者傷害保険

13 賃借料 0 0 0
14 教育指導費 248 270 22 活動材料、掲示物材料、音楽療法

15 車輌費 847 893 46 車検代、ガソリン代、消耗品費等（バス、ワゴン車、軽ワゴン、軽トラック）

16 雑費 30 20 -10 慶弔費等

備考

積立資産取崩金収入

施設整備等寄付金収入

受取利息配当金

補助金事業収入

収入合計

増減費　目 備　考

費　目 増減

自立支援給付費

利用者負担金

経常経費寄付金



 

令和７年度当初予算の説明 

 収入の部 

 ○ 自立支援給付費は、利用者２名退所のため減額があるが、新規の重度障害者支援加算の増額  

分があり、全体としては 1,811 千円の減額となる。  

 〇 訓練等給付費（就労 B、グループホーム利用分）については、約 40 万円の増。 

○ 現時点では、補助金、積立金取り崩し収入、経常経費寄付収入は０円で見積もる。 

○ 本部の 25 万円は、就労 B よりの繰入金。本部の 30 万円（施設整備等寄附金収入）は、秋

まつりの収益金。 

 支出の部 

 ○ 人件費の 370 万円の減額は、昨年度に比べ本年度は正規職員が 1 名減となっているため。 

 ○ 事業費総額は、ほぼ昨年度並み。 

 〇 消耗品費の増額は防災用品の入替等のため。 

 ○ 車輛費は、トラックの車検料等があり、46 万円の増額となっている。 

 〇 エアコン、テレビ等買い替え時期のものが多いため、固定資産取得支出費を 70 万円増額し、

一方で緊急の修繕は少ないと思われるので、修繕費を 50 万円の減額とした 

 ○ 予備費は、9,252 千円見込まれる。これは、本年度予定されている本館女性用便所の改修費

と年度途中に正規職員が採用になった場合の給与にあてる予定。     

 

 

6,011 5,431 -580 １７～３４の合計

17 福利厚生費 519 344 -175 職員健康診断、職員保険代、職員歓送迎会

18 旅費交通費 230 237 7 一般旅費、役員旅費

19 研修研究費 90 90 0 外部研修参加費

20 事務消耗品費 184 184 0 事務備品・消耗品等

21 印刷製本費 240 286 46 コピー代　　　

22 水道光熱費 780 732 -48 電気代、ガス代、水道代　　※事務費相当分

23 修繕費 1,300 800 -500 機械器具、設備、一般修繕

24 通信運搬費 368 376 8 ＮＴＴ使用料、携帯電話使用料、切手代、ケーブルテレビ利用料

25 会議費 46 37 -9 会議お茶代　等

26 業務委託費 510 510 0 浄化槽点検、夜間警備料、館内消毒費等

27 手数料 250 250 0 銀行振込手数料、銀行アンサー手数料　等

28 保険料 299 317 18 バス、ワゴン車、軽ワゴン、軽トラック保険料（自賠責、任意）、建物共済

29 賃借料 612 612 0 印刷複合機リース代、コンピュータソフトリース代、電話機、カラオケ機等

30 租税公課 64 64 0 自動車税印紙代、その他:印紙代

31 保守料 360 403 43 自動ドア保守点検料、コンピュータ保守料、消防設備点検等

32 渉外費 5 5 0 慶弔費等

33 諸会費 122 122 0 外部団体所属会費等

34 雑支出 32 62 30

204 700 496
器具及び備品取得支出 204 700 496 家電製品（ひだまり）

積立資産支出 383 369 -14 ３5～３7の合計

35 退職給付当資産 83 69 -14 静岡県社会福祉事業共済会へ

36 備品等購入積立資産 300 0 -300
37 施設設備整備積立資産 0 300 300
サービス区分間繰入金支出250 250 0 就労Bから本部へ

当期支出合計 59,909 56,350 -3,559 内部の繰入金を合わせた支出合計

予備費 7,928 9,252 1,324 予備費（実収入と実支出の差）

支出合計 67,837 65,602 -2,235 法人内部での繰入金を合わせた支出合計

固定資産取得支出

事務費



利用者退所のお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

令和７年３月３１日をもって、田中さん、斉藤さんが、4 月３０日をもって工藤さんが 

退所されました。田中さんは平成２９年から８年間、斎藤さんは平成１９年から１８年間、 

 工藤さんは令和４年から３年間、ご利用いたきました。 

４月からは皆さんそれぞれに、別の事業所に進み新しい生活を始めましたが、さくらワーク  

での思い出を大切にして、これからも頑張っていただきたいと思います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

行事予定 

 

 

 

 

 

  ご挨拶                

 窓からは心地よい風が吹き込み、ホールからはミッキーマウスマーチが聞こえてきま

す。生活介護のみなさんはその曲に合わせディズニー体操に取り組みます。 

 就労Ｂの皆さんは朝、本館に集合し元気に「行ってきます！」と挨拶をして作業所に向

かいます。昼には戻り、食事後カラオケに興じます。このひと時が、午後の勤労への英気

を養っているようにも思えます。こんな穏やかな日常の繰り返しが何にも増して大切だ

と感じる今日この頃です。 

 令和７年度は、就労Ｂ１１名、生活介護１２名、ひだまり３名、職員１９名で順調なス

タートをきることができました。これは、利用者・保護者様を始めとする地域の皆様のお

陰と心より感謝いたしております。 

本年度も職員一同、「利用者さんファースト」を念頭に、より良い支援を目指し、力を

合わせて頑張ってまいります。引き続きご支援・ご協力くださいますようお願い申し上

げます。                       施設長   渡邊 雅之 

 

・５月１６日（金） 内科検診（生活）     ・６月 ５日（木） 訪問理美容 

・   １７日（土） 清水区スポーツ大会                 工賃支給（就 B） 

・    １９日（月）  １７日の振休（就 B）  ・    ２０日（金） 内科検診 

・   ２３日（金）  保護者会、音楽療法   ・   ２４日（火） 職員会議、研修日 

・   ２７日（火）  職員会議、研修日    ・  ２７日（金） 音楽療法 

・   ３０日（金）   防災避難訓練      ・   ３０日（月） 防災避難訓練 

職員会議、研修日は１時間早いお帰り 

                     

※ 職員会議・研修日は１時間早い帰宅で  ・    ３１日（金） 防災避難訓練 

 お願いします。                               

就労 B 田中基貴さん 生活 斉藤正浩さん 生活 工藤大輝さん 


